
2012年2月10日 価格
本体 65,000円＋税　≪割引特典対象外、キャンセル不可≫

B5判ハードカバー上製320頁

ISBN978-4-907837-23-5

S&T出版　可視光応答型半導体光触媒 検索

DM書籍申込用紙

※E-ｍａｉｌアドレスまたはFAX番号を必ずご記入下さい。

※左記ご記入の上、  FAX  03-3261-0238
   までお申込みください。

月  　日

振込予定日

通信欄

会社名
団体名

部署・役職

住　所

TEL FAX

E-mail

氏　名

ふりがな 〒

※申込みに関する連絡に使用するため、
可能な限りご記入ください。

STbook会員（無料）に　□登録する　□登録済み
※E-mailアドレスが必須です。

今後、弊社からのご案内が不要な方は
以下に　 印をつけてください。
□郵送DM不要　　□E-mail不要

書籍名 ： Z042（可視光応答型半導体光触媒） 購入冊数　　冊

■お申込み方法
　必要事項をご記入の上、ＦＡＸでお申込みください。
　または当社ホームページからお申し込みください。
■商品の発送
　お申込み日の翌営業日までに書籍、請求書、納品書を佐川急便
　で発送いたします。
　※未刊書籍は発刊次第お送りいたします。
■お支払
　銀行振込・ゆうちょ銀行払込（郵便振替）にてお願いいたします。
　クレジットカード払いは受け付けておりません。
　書籍・請求書到着後、1か月以内にお振込みください。
　銀行振込・ゆうちょ銀行払込（郵便振替）の手数料は、ご負担ください。
　原則として領収書は発行いたしません。
　ゆうちょ銀行払込取扱票（郵便振替票）は、書籍に同封しております。
■個人情報の取り扱い
　ご記入の個人情報は、商品の発送、事務連絡、ご案内等に
　使用いたします。

TEL 03-3261-0230　FAX 03-3261-0238　http://www.stbook.co.jp/
〒101-0051　東京都千代田区神田神保町2-8 DSビル3F

発　行 技術教育出版(有)

感染症・シックハウス対策と太陽光水素生成のための
－可視光応答型半導体光触媒－

橋本　和仁 東京大学　大学院工学系研究科、先端科学技術研究センター
 入江　寛 山梨大学　クリーンエネルギー研究センター
 宮内　雅浩 東京工業大学　大学院理工学研究科
 Qiu　Xiaoqing 東京大学　先端科学技術研究センター
 Liu　Min 東京大学　先端科学技術研究センター 　
 小西　由也 (独)産業技術総合研究所　エネルギー技術研究部門
 佐山　和弘 (独)産業技術総合研究所　エネルギー技術研究部門
 阿部　竜 北海道大学　触媒化学研究センター
 立間　徹 東京大学　生産技術研究所
 黒田　靖 昭和タイタニウム㈱　光触媒開発プロジェクト
 細木　康弘 昭和タイタニウム㈱　光触媒開発プロジェクト
 砂田　香矢乃 東京大学　先端科学技術研究センター
 蓑島　維文 東京大学　大学院工学系研究科
 中野　竜一 (財)神奈川科学技術アカデミー　重点研究室光触媒グループ
 石黒　斉 (財)神奈川科学技術アカデミー　重点研究室光触媒グループ

趣　旨
東京理科大学学長・藤嶋昭先生よりの推薦文
「可視光応答型半導体光触媒の研究開発と実用化に最新・最適の書として本書を推薦します」
　私が、橋本先生とともに編集した「可視光利用技術最前線」(2002年発刊;技術教育出版社)以降、ここ10年で「可視光応答型光触媒」の技術の進展には著しいものがあります。
　水分解・水素創製系では、酸化物系、非酸化物系それぞれ、可視光応答型光触媒の研究開発が変換効率を議論できるところまで進展し、まさに実用化前夜を迎えていると言えます。
　有機物分解・環境浄化系でも、窒素ドープ系をはるかにうわまわる様々なタイプの可視光応答型光触媒が開発・実用化されており、NEDOプロジェクトにおける大きな成果も注目されています。
　こうした10年間の進展をまとめた本書は、「ホンダ・フジシマ効果」発表(Nature、1972)から40年、新たなステージを迎えた「可視光応答光触媒」の研究開発と実用化に最新・最適の書と言えます。
 
「出版のねらい」(橋本和仁氏の本書「はじめに」全文)
　光触媒製品が本格的に世に出だして、15年ほど過ぎようとしている。「光触媒」という言葉も世の中に定着したようである。試しにGoogleで「光触媒」と入力してみたところ716万件ものヒットがあった(平成24年1月4日)。これ
は「太陽電池」の770万件に遜色ない数字である。しかし一方で、光触媒工業会が集計している光触媒関連商品の売上高はここ数年あまり伸びておらず、市場が飽和傾向にある感も否めない。光触媒製品の内訳は、ほ
ぼ50%は外装材・道路資材、40%が空気清浄器、その他が10%程度であり、これもここしばらくほぼ一定である。以前から展開が期待されている室内建材や、またWeb上で盛んに宣伝されている生活用品へ応用した光触
媒製品は十分なマーケットを獲得するまでには至っていない。これらの主な理由は、光触媒自体の技術的な限界にあると筆者は考えている。すなわち、外装材や空気清浄機では紫外光型の酸化チタン光触媒が利用
されているが、その光活性は十分高く、ほぼ完成した技術である。そのため数年前までに、ある意味で適用市場が確定してしまい、大きな売上高の伸びを達成することが困難なのであろう。
　一方で、室内建材や生活品には室内光で機能する光触媒が必須であるが、現段階で市場に出ている可視光応答型光触媒は、その感度が十分でなく、光触媒の効果が市場で受け入れられるまでに至っていないも
のと推測される。
 このような状況になるだろうことを予測して、筆者らは2006年度より光触媒市場を増大させることを目的とした5年間の国家プロジェクト、「NEDO循環社会構築型光触媒プロジェクト」を進めてきた。主テーマとして高感度
の可視光応答型光触媒の開発を掲げ、光触媒製品の市場、特に室内建材分野を大幅に拡大することを目指したものである。2011年度に最終年度を迎えたが、これまでにまさに当初の目論見通り、極めて可視光感度
の高い光触媒を複数開発することができた現在、それらを利用した様々な新たな光触媒製品の開発を行っている最中である。
 上記プロジェクトで開発した新型可視光型光触媒は、酸化チタンをベースとしたものと酸化タングステンをベースとしたものの2種類に大別できる。前者は着色が少なく、可視光吸収は小さいが、反応の効率は極めて高
い。一方、後者においては反応効率が多少落ちるが、可視光吸収量は大きい。その結果「光吸収量×反応効率」で決まる光触媒反応速度は、酸化チタン系と酸化タングステン系はほぼ匹敵する。いずれも紫外光型酸
化チタン光触媒の持つ最も重要な性質である、「強い酸化力」を失わせることなく、可視光活性を得ることができているという点において、従来型の可視光型光触媒とは明確に一線を画するものである。これらの光触媒
は以下に示す2つの発見が基礎となっている。
 (1)数ナノメートルサイズのIII価鉄およびII価銅の非晶質酸化物ナノクラスターが分子状酸素の多電子還元触媒として作用すること。
 (2)酸化チタンなどの酸化物光触媒と、その表面に分散担持した上記ナノクラスター間で、界面電荷移動を光誘起できること。
 いずれも基礎科学としてもブレイクスルーと言える新規な発見である。産学官が連携して、基礎にまでさかのぼって研究開発、製品開発を同時並行して進めることの重要性、有効性を示すことができているのではないか
と考えている。
 これらの可視光型光触媒を利用した、コーティング剤やフィルム、ガラス、タイルなどが現在開発途上にある。シックハウスガス分解や、極めて高い抗菌・抗ウイルス効果を持つ内装建材として市場に出てい行くことが期待
できる。また、空気清浄機用のフィルターにも展開中であり、これにより可視光LEDを光源とする省電力型光触媒空気清浄機が得られることであろう。
 本書はこれらの研究、商品開発の最前線の紹介を中心に、その他の光触媒関連研究の最新の成果も加え、実際に開発に関わっている方々に執筆をお願いしたものである。光触媒技術の新たな飛躍の一助となるこ
とを切に期待する次第である。
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 2.可視光応答型光触媒の反応機構の分類
 3.窒素・硫黄ドープ型および光増感型TiO2の反応機構解析
 4.Cu イオン担持型TiO2光触媒の反応機構解析
 5.OH ラジカル発生測定による各種可視光応答型光触媒の反応解析
第2章　マイクロ波をプローブに用いたレーザー過渡吸収分光による光触媒メカニ
ズムの解明
 1.はじめに
 2.時間分解マイクロ波電導度法(TRMC)の原理と測定装置
 3.窒素ドープ酸化チタン材料への応用例
 4.おわりに
 
第3章　時間分解赤外分光でさぐる光触媒ドーパントの機能 
1.光励起電子による赤外光吸収
 2.Cr とSb を共ドープした酸化チタン光触媒のダイナミクス
 3.アルカリ土類金属などをドープしたNaTaO3光触媒のダイナミクス
 
第4章　作用および光音響スペクトル解析による光触媒評価
 1.はじめに
 2.光触媒反応の原理
 3.作用スペクトル解析
 4.光音響スペクトル解析
 5.おわりに
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